
博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL ₆₃︲11₂₂

 図書館　TEL ₇₅︲1₇00
松尾コミュニティセンター図書室　TEL ₇₆︲₃₂₃₅
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL ₇₂︲₂₅0₅

◆蔵書点検期間中は休館となります
　市立図書館と松尾・安代コミセン図書室は、蔵書
点検のため、次の通り臨時休館します。
　期間中に図書を返却したい人は、入り口に備え付
けてある返却ポストを利用してください。
▶市立図書館　３月２日㈪から６日㈮まで（閉架書
庫の資料は２月17日㈪から点検が終了するまで利用
できなくなります）
▶松尾コミセン図書室　２月10日㈪・12日㈬
▶荒屋コミセン図書室　２月18日㈫・19日㈬

◆長期休館前は貸出冊数を増やします
　長期休館に伴い、２月17日㈪から３月１日㈰まで
の期間、市立図書館の貸出冊数の上限を10冊に増や
しますので、利用してください。
※視聴覚資料は除きます。

◆あみぐるみ教室作品展
　図書館で活動するあみぐ
るみ教室参加者の作品を展
示します。
▶期間　３月11日㈬から14
日㈯まで 昨年のあみぐるみ教室作品展

■■■ 新着DVD紹介 ■■■
『恐竜超世界 第１集「見えてきた！ホントの恐竜」』

販売元：NHKエンタープライズ
　最新の研究により、陸上
の恐竜は羽毛をまとってい
たことが発覚。これまでの
常識が塗り替えられようと
している恐竜研究の最前線
を紹介します。 ©2019NHK

乾燥させたワラビ ベンケイに刺していぶした魚と蛇

先人たちの暮らしを支えた保存食

　当館の常設展示では、先人たちの暮らしを紹介して
います。近年は冷蔵や冷凍して食べ物を保存する方法
が中心ですが、冷蔵庫が無かった先人たちは、食べ物
が乏しくなる冬をどう乗り切ってきたのでしょうか。
　食べ物の保存方法は大きく分けて、乾燥・しみ乾
物・塩漬け・薫製などがあります。
　乾燥に適しているものは、山菜やキノコ類です。ゼ
ンマイ・ワラビ・フキなどは、近年は塩漬けが主流で

すが、古くはゆでてから干して乾燥させていました。
　しみ乾物には、しみ大根やしみ豆腐、しみ餅があり
ます。零下10度を下回る状態で乾燥させると、長期保
存に耐えられる上質の物ができるといわれています。
　塩漬けは、たくあん漬けや野菜の漬物です。塩の代
わりにみそを用いることもあります。ハタハタなどの
魚は、塩漬けにすることもあれば、ベンケイ（わらの
束をまとめたもの）に刺して、いろりの上でいぶして
薫製にすることもありました。
　先人たちの知恵は今も、受け継がれています。

西根歴史民俗資料館で「おひろめ展」開催中西根歴史民俗資料館で「おひろめ展」開催中
　昨年、市博物館で開かれたテーマ展「おひろめ展」の出張展
示を西根歴史民俗資料館で開いています。
■日時　３月17日㈫までの午前9時から午後４時半まで
■休館日　２月9日㈰、11日（火・祝）、23日㈰、24日（月・祝）
　　　　　３月15日㈰
■問い合わせ先　寺田コミュニティセンター（☎77-2024）
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